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研究成果の概要（和文）： 

 本研究は、WEB2.0 を活用した高等教育における海外と連携した実践共同体への参加を
通した学習を支援する教育システムの開発を目的とした。３年間の研究を通して、（１）海
外連携実践における教育システムのモデル開発、（２）開発した教育システムの適応可能性
の確認、が達成された。また、本研究の付随的な成果として、海外連携による実践の認知
という（３）各大学への波及効果があった。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 This study aims to design the educational system which can support communities of 
practice for collaborating overseas with WEB2.0 technology. As a result, following 
outcomes were acquired; 1) developing the model of educational system for 
collaborating overseas, 2) examining feasibility of the model, 3) disseminating the  
practice of designing the new educational model to other universities. 
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１．研究開始当初の背景 

 従来型の教育では知識を蓄積することが
重視されてきたが、近年では、現実社会にお
いて活用できる力の育成を目的としたコン
ピテンシーという概念が注目されるように
なった。コンピテンシーを高等教育において
組織的に体系化しようとする動きは文部科
学省を始めさまざまある。それらに共通する

ことは、「相互作用的に道具を用いる力」「自
律的に活動する力」「異質な集団で交流する
力」など、社会との関係性を持ちつつ問題を
解決していく力の育成である。換言すれば、
専門知識の習得だけではなく、実際にこれら
の専門知識を実社会でどう活用していくか
を、さまざま人と協働して提案していくこと
が求められる。 
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 グローバル化した社会に適応する力を育
成するには、異質な人々が目的を共有し、協 

働して問題解決を図る機会、すなわち「実践
共同体」への参加が求められる。近年では，
教育分野において教員や大学院生のプロフ
ェッショナルデベロップメントの方法とし
て研究が進められている。たとえば，インタ
ーンシップや高大連携プロジェクト、産学連
携プロジェクトは、学生がそれぞれのフィー
ルドにおいて現実に取り組むべき課題にチ
ャレンジする事例としてあげられる。 

しかし、このような取り組みは体験をした
だけで終了してしまうという問題点があっ
た。そのため、海外と協働した活動の中に、
どのように体験をふり返り、専門的な知識や
技術の習得を促す機会を埋め込むことがで
きるか、ということに関する知見が求められ
ている。 

 

２．研究の目的 

 本研究では、以下の３点を目的とした。 

（１）国内外の高等教育機関における海外連
携の実践に関する先行研究を分析し、教育シ
ステム開発に必要な要件を明らかにする。 

 

（２）先行実践・先行研究の分析から得られ
た知見をもとに、教育システムのモデルを構
築し、関西大学および日本福祉大学の国際連
携のプロジェクトにあてはめ、問題点を明ら
かにする。 

 

（３）構築したモデルを評価し、修正を加え
る。それぞれの事例から得られた知見を比較
検討し、高等教育における新しい教育システ
ムとして提案する。 

 

３．研究の方法 

 研究の目的としてあげた、３点を以下の方
法より明らかにする。 
（１）先行研究・事例の調査 
 先行研究・事例の成果と課題を整理する。
特にアメリカやヨーロッパ諸国の高等教育
においては、大学外での社会奉仕活動に学習
を組み込んだ「サービスラーニング」が積極
的に行われており、国内の文献に限らず海外
の文献も合わせて収集、分析の対象とする。
先行研究・事例の分析は、以下の観点から行
った。 
 
①海外連携実践の学習効果 
 国内外の大学が行う海外連携実践におい
て育成されるべき能力、技術を整理する。 
 
②実践共同体の育成プロセス 
 海外連携実践を実践共同体の観点から捉
え、その育成プロセスにおける重要事項を抽
出、整理する。 

 
③WEB2.0 の役割 
 海外連携実践において活用されるさまざ
まな ICT ツールを抽出し、その使用目的と効
果を分類する。 
 
④評価方法 
 活動が中心となる海外連携実践における
学生の評価方法を抽出し、それぞれの評価方
法の長所と短所を整理する。 
 
（２）得られた知見をもとにした実践の構築 
 構築したモデルを、海外連携実践にあては
める。eポートフォリオシステムを導入し、
学生の学習プロセスを分析し、成果と課題を
抽出するとともに、モデルの修正案を提示す
る。 
 
（３）実践事例の評価・改善と適応可能性の
検討 
 修正したモデルを再度実践に当てはめ、効
果を検証するとともに、他の連携実践への適
応可能性を探る。モデル修正は、連携先の文
化的背景なども考慮するため、連携先への聞
き取りなども行い、分析の対象とする。 
 
４．研究成果 
 本研究の成果は以下の３点である。 
（１）海外連携実践における教育システムの
モデル開発 
 関西大学と日本福祉大学のプロジェクト
において実践と修正を繰り返しながら海外
連携実践における教育システムのモデルを
開発した。海外との実践共同体の形成には、
以下の４点が重要であった。 
 
①協働的な活動に適した WEB2.0 の選択 
 プロジェクトや実践共同体の成員、具体的
な活動の性質に合わせて、多様な WEB2.0 の
中から適切なものを選択することが重要で
ある。 
 
②対面と遠隔のハイブリッドなコミュニケ
ーション機会 
 海外との連携では WEB2.0 を活用した遠隔
のコミュニケーションが中心になる。しかし
ながら、遠隔のコミュニケーションだけでは
成員性を構築しにくいため、必要に応じて対
面でのコミュニケーションの機会を保障す
ることが、海外連携実践において重要である。 
 
③双方の文化差を理解する機会 
 海外との実践共同体の構築のためには、双
方の文化差を考慮した活動を行わなければ
ならない。双方の文化差の理解につながる仕
掛けを実践の中に埋め込むことが重要であ
る。 



 
④専門性を持った教員による適切な介入 
 実践共同体における活動を学習として方
向付け内省を促すためには、専門性を持った
教員による指導が重要である。学生は教員の
指導によって実践共同体の活動の中から重
要なことを見つけ出し、内省をすることによ
って知識や技術の習得が促される。また、教
員は、成員間の文化差による衝突などを回
避・解消する役割も担っており、専門性を有
した教員による適切な介入が重要となる。 
 
（２）開発した教育システムの適応可能性の
確認 
 関西大学および日本福祉大学が行うプロ
ジェクトより構築した教育システムのモデ
ルは、京都外国語大学の実践においても適応
可能性を検証し、実践共同体の構築に有効で
あることが明らかにされた。また、構築した
モデルは、国内の連携実践にも適応可能であ
ることが、関西大学が行う国内の連携実践へ
の適応によって示された。 
 
（３）本研究が持つ波及効果 
 本研究では、海外連携実践のモデルを開発
することが目的であったが、付随的な効果と
して、各研究分担者が所属する大学での波及
効果が見られた。本研究の取り組みによって、
海外連携実践が各大学において認知され、大
学や学部教育の一部として取り入れようと
する動きも見られる。このような取り組みが
持つ意味も、本研究の成果として認められる。 
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